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業績予想の修正及び営業外費用(為替差損)の計上に関するお知らせ 

 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 26 年 5 月 9 日に公表した平成 27 年 3 月期（平成 26 年 4 月 1 日～平成 27 年 3
月 31 日）の第 2四半期累計期間及び通期の連結業績予想を下記のとおり修正しましたのでお知らせいたします。 
 また、平成 27 年 3 月期第 2四半期累計期間（平成 26年 4 月 1日～平成 26 年 9月 30 日）における営業外費用(為
替差損)の計上について、下記のとおり併せてお知らせします。 

 
記 

 
1. 業績予想の修正 
(1)修正の内容 
平成 27 年 3月期第 2四半期累計期間連結業績予想数値の修正（平成 26 年 4月 1日～平成 26 年 9 月 30 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
1 株当たり 

四半期純利益

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 34,100 1,200 600 1,500 32 円 15 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 30,400 100 △1,000 400 8 円 57 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △3,700 △1,100 △1,600 △1,100  

増 減 率            （％） △10.9 △91.7 － △73.3  

（ご参考）前期第 2四半期実績
（平成 26年 3 月期第 2四半期）

32,958 1,251 529 854 18 円 30 銭 

 

 
平成 27 年 3月期通期連結業績予想数値の修正（平成 26 年 4月 1日～平成 27 年 3 月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 
当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 69,300 2,700 1,600 2,000 42 円 86 銭 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 65,000 1,800 900 1,500 32 円 15 銭 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） △4,300 △900 △700 △500  

増 減 率            （％） △6.2 △33.3 △43.8 △25.0  

（ご参考）前期実績 
（平成 26年 3 月期） 

69,265 3,026 1,667 1,722 36 円 91 銭 

 
 



(2)業績予想修正の理由 

平成 27 年 3月期第２四半期累計期間の連結の業績は、消費税増税に伴う反動減から新設住宅着工戸数は、前年同

月比で大幅に減少が継続し、夏場の天候不順による工期遅れ、円安によるコストアップ等により、前年同期比では、

売上高・利益ともに減少となりました。その結果、連結の売上高が予想を下回ったことにより営業利益も予想を下

回る見込みとなりました。また、主に為替相場の変動により営業外費用に為替差損 725 百万円計上したことにより

経常利益は予想を下回る見込みとなりました。なお、平成 25 年 6 月 19 日の「固定資産の譲渡に関するお知らせ」

で開示しましたとおり、主に串戸工場 1 課の土地を平成 26 年 9 月 30 日付けで株式会社イズミに売却したことによ

り約 1,700 百万円の固定資産売却益を特別利益に計上する見込みです。 

また、通期業績予想につきましては、第２四半期累計期間における連結の業績の進捗を勘案し、業績予想の見直

しを行った結果、売上高・営業利益・経常利益・当期純利益において予想を下回る見込みとなりました。 

この結果、連結の第２四半期累計期間及び通期の業績見込みの修正を行うものです。 

 
(注)上記予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき算定しており、実際の業績は、様々な要因
により記載の予想数値とは異なる結果となる可能性があります。 
 

２．営業外費用(為替差損)の計上 

平成 27 年 3月期第 1四半期連結累計期間(平成 26 年 4 月 1日～平成 26 年 6月 30 日)において、153 百万円の為替

差損を営業外費用に計上しましたが、その後の為替相場の変動により、平成 27年 3 月期第 2四半期連結会計期間(平

成 26 年 7 月 1 日～平成 26 年 9 月 30 日)では、571 百万円の為替差損が発生したため、平成 27 年 3 月期第 2 四半期

連結累計期間(平成 26 年 4 月 1 日～平成 26 年 9 月 30 日)においては、725 百万円の為替差損を営業外費用に計上す

る見込みとなりました。 

 

(注)上記の営業外費用(為替差損)の計上は、「１.業績予想の修正」に反映されていますが、通期の為替差損益は、

今後の為替相場の動向により変動する可能性があります。 

 
以  上 


